Ⅰ   結  果  の  概  要

１ 本 県 の 人 口

（１） 総 人 口

  平成14年10月1日現在の本県の推計人口は378万5811人となり、前年と比べ6,241人（0.17％）増加した。

　男女別にみると、男186万5918人、女191万9893人で、性比は97.19となっている。
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図１ 推計人口の推移

（2）  自 然 動 態
  平成13年10月から平成14年9月までの1年間における出生児数は36,263人で、前年に比べ442人増加し、死亡者数は29,042人で、前年に比べ428人増加した。

  自然増減は7,221人の増加で、前年に比べ14人増加した。

（3）  社 会 動 態
  平成13年10月から平成14年9月までの1年間における転入者数は172,492人（日本人143,883人、外国人28,609人）で、前年に比べ5,648人（日本人2,232人、外国人3,416人）減少した。

  転出者数は173,472人（日本人147,068人、外国人26,404人）で、前年に比べ302人（日本人2,344人減、外国人2,646人増）増加した。

  社会増減は980人の減少で、前年に比べ5,950人減少した。
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        表１  自然動態と社会動態の推移 （前年10月1日～当年9月30日） （単位：人）

（4）  月 別 動 態
  自然動態を月別にみると、出生児数は7月から11月にかけてが多く、3,000人を上回っている。

一方、死亡者数は1月に多く、死亡者数が出生児数を上回り自然減となっている。

  社会動態では、転入者数・転出者数とも進学・就職・転勤の時期にあたる3月・4月が際立って多くなっている。なお、12月、1月、3月、6月、9月は転出者数が転入者数を上回り社会減となっている。
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                     図２  月別自然動態
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　　　　　　　　　　 図３  月別社会動態
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 年 齢 構 成                     
  平成14年10月1日現在の人口を年齢別にみると、年少人口（0～14歳）は555,258人、生産年齢人口（15～64歳）は2,517,243人、老年人口（65歳以上）は712,736人となっている。

  総人口に占める割合をみると、前年に比べ老年人口（18.8％）が0.6ポイント上昇し、年少人口（14.7％）と生産年齢人口（66.5％）がそれぞれ、0.2、0.4ポイント低下した。       
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図４  年齢構成割合の推移
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（6）  平 均 年 齢
  平成14年10月1日現在の平均年齢は42.4歳（男41.1歳、女43.7歳）である。10年前と比較すると4.3歳（男4.2歳、女4.5歳）高くなっており、高齢化の進展がうかがえる。また、男女の年齢差は2.6歳で同様に推移している。

  年齢中位数（年齢別に0歳から並べて真ん中になる人の年齢）は42歳（男41歳、女44歳）で、人口の最も多い年齢階級は54歳（男女とも）となっている。
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図６  年齢（各歳），男女別人口（平成14年）










図５  平均年齢の推移
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表２  年齢３区分別人口及び割合�


＊ 年齢３区分別人口には年齢不詳の者を含まない。
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